
　 令和 7 年度　学校評価総括表 学校名 所属長名                                              

評価者人数

評価日 実施日 12月12日 実施日 1月22日 評価日 2月14日

公表日 4月10日 公表日 公表日 3月17日 公表日 2月20日 公表日 3月17日

　　　ホームページ 公表方法 　　　ホームページ 　　　ホームページ 　　　ホームページ

　　　文書配布 　　　文書配布 　　　文書配布 　　　文書配布

　　　説明会実施 　　　説明会実施 　　　説明会実施 　　　説明会実施

　　　その他 　　　その他 　　　その他 　　　その他

① B A

② C B

③ B B

④ B B

⑤ B A

⑥ B B

⑦ B A

⑧ C B

○異学年での学び（「二小タイム」）を充実さ
せ、話合いや調べ学習・発表を通して、互い
に認め合い学び合う力を育てる。
○道徳研修の充実を図り、人権教育をより効
果的に指導できる教職員の力量向上を目指
す。
〇全校でサークル対話に取組み、自分の考え
を伝え、友だちの話をしっかり聞く力を育て、
互いを大切にする気持ちを育み、安心感のあ
る学級づくりにつなげる。
○いじめ対策について、保護者への周知方法
を工夫し、取組の理解と信頼の向上につなげ
る。

○AIドリルを活用し、一人ひとりの理解に応
じて、得意を伸ばすとともに苦手部分は自分
のペースで取り組めるよう支援する。
○放課後実施していた学びタイムは、朝の時
間帯に設定し、全児童で取り組むことで学習
習慣の定着を図る。
○家庭学習については、習慣化に向けた具体
的な情報提供を行い、支援を充実させる。
○教職員の協議や短時間研修、教材研究の
時間を確保し、働きがいと授業力の向上を図
る。

○生活目標や掲示物を工夫し、児童が主体
的にあいさつを意識できるような環境づくり
を行う。
○委員会活動や児童の発案による取組を充
実させ、児童同士で広げ合うあいさつの輪を
育てる。
○地域のあいさつ運動とも連携し、学校内外
であいさつの習慣化を図る。

○掃除については、クラスや個人で目標を設
定し、自己評価を通して主体的に取り組む力
を育てる。
○廊下歩行や名札着用については、年間・月
間目標を全校集会や学級指導で継続的に意
識させ、規範意識の定着を図る。

○出前授業や校外学習については、学習の
発展につながるよう内容を精選し、より効果
的に実施する。
○地域ボランティアとの連携を継続し、本校
の教育活動への理解を深めていただけるよう
工夫していく。

○読み聞かせや学校司書の取組を充実さ
せ、本の魅力を伝えていく。
○図書委員会が主体的に本に関する活動に
取り組めるよう支援する。
○家庭での読書習慣の定着に向けて、啓発
や情報提供を行う。

○来年度も「今月の歌」を設定し、楽しく歌う
機会を継続していく。
○異学年交流や楽器体験など、多様な音楽
に触れる機会を充実させる。

○外遊びを促す環境づくりや用具の工夫、掲
示の充実により、児童が進んで体を動かした
くなるようにする。
○食育や健康教育を推進し、特に朝食の大
切さについて家庭への啓発を図る。

公表
方法

Ⅳ　来年度に残された課題

①いじめ対策の周知と居場所づくりの強化
いじめのない学校づくりについて「分からない」とする保護者が15％いることから、情
報発信の充実が課題であり、今後は、学校だより・ホームページなど、多様な手段で
いじめ防止の取組を周知する。
③規範意識の向上
名札着用は向上した一方、廊下歩行の低下が課題である。全校で共通の生活目標を
設定し、継続的に指導できる体制の強化が必要である。
④主体的学習と学習習慣の確立
学習に関する肯定的回答が80％台にとどまっていることが課題である。朝学習の活
用や個別最適な学習環境の整備を進め、主体的に学ぶ態度と学習習慣の定着を図
る。

評価日

Ⅲ　本年度の重点課題

課題の改善策等

[6]学校関係者評価

最終評価（成果と課題）

[3]自己評価

7月16日

評
定

10月18日

　　　その他

中間評価

公表日

①心の居場所づくり・・・個々の違いや多様性を認め合うとともに、自己肯定感を高め、心の居場所づくりを進め
る。
②あいさつをする・・・いつでも誰にでも、自ら進んであいさつをする習慣をつける。
③すすんではたらく・・・キャリア教育を充実させるとともに、清掃活動等に責任を持って取り組む気持ちを育て
る。
④生きて働く知識・技能を高める・・・基礎基本の充実を図りながら、質の高い学びを生み出す授業に取り組む｡
⑤出前授業や体験活動を通して学ぶ・・・様々な学校行事や出前授業、体験活動などを通して、主体的に学ぶ態
度を育てる。
⑥進んで本に親しむ・・・本に親しむ習慣を身につけるための取組を進める。
⑦楽しんで歌を歌う・・・みんなで元気よく歌を歌い、明朗で晴れやかな心を育てる。
⑧楽しんで体を動かす・・・外遊びの習慣をつけ、進んで体を動かそうとする気持ちを高める。

　　　説明会実施

　　　文書配布

児童生徒アンケート

[4]外部アンケートの分析

保護者アンケート

　　　ホームページ

○家庭学習については、家庭の役割
も大切にしながら進めるとともに、アン
ケートの内容についても見直しを検討
してほしい。
○教職員アンケートを踏まえ、教員が
抱える課題に寄り添い、支援やフォ
ローの充実を図ってほしい。

〇地域からの本の寄付など、学校と地
域が連携した取組を検討してもよい
のではないか。
○家庭での読書習慣については家庭
の役割も大きいため保護者に任せる
とともに、アンケート項目の見直しも検
討してもいいのでは。

○「自分から進んで。たく
さんの本を読んでいる」に
ついて、昨年度より3ポイ
ント向上し、90％の児童
がおおむねあてはまると
回答。

○「お子さんは、進んで
本を読むなど読書の習慣
が身に付いている。」につ
いて、昨年度より２ポイン
ト低下し、５０%の保護者
がおおむねあてはまると
回答。

○週2日の朝の体幹づくり体操
を実施し、継続的に体を動かす
習慣づくりを進めた。
○毎週金曜日のスポーツタイム
では、全校で外遊びを行い、体
を動かす楽しさを共有した。
○体育委員会がシュート大会な
どを企画し、主体的に運動に親
しむ機会を広げた。

○「運動することは楽しい
と思う。」について、昨年
度より３ポイント向上し、９
４%の児童がおおむねあ
てはまると回答。
○「休み時間に外で元気
に体を動かしている。」は、
昨年度より1ポイント低下
し、67%の児童がおおむ
ねあてはまると回答。

○「学校は、児童の体力
を高めるための取組を
行っている。」について、
昨年度より１ポイント向上
し、９２％の保護者がおお
むねあてはまると回答。
○「お子さんは、進んで
体を動かしたり、運動に
取り組んだりしている。」
について、昨年度より５ポ
イント低下し、7１%の保
護者がおおむねあてはま
ると回答。

○体育の授業には意欲的に取り組み、運動
の楽しさを感じている児童が多いが、休み時
間に外遊びをする児童は限られており、全員
が体を動かす取組の工夫が必要である。
○毎週金曜日のスポーツタイムでは、担任と
ともに外遊びを行うことで、運動が苦手な児
童も安心して参加できている。
○朝の体幹トレーニングでは、本校の課題で
ある投力向上を意識した動きを引き続き取り
入れていく。

〇体力テストの結果等を踏
まえ、投力・跳躍力の向上を
図る取組を実施する。
〇スポーツタイムや朝の体
幹作り体操を定期的に実施
する。
〇委員会による運動遊びイ
ベントを実施し、外遊びを奨
励する。

◎「運動することは楽しい」
についての児童アンケート
結果を9０％以上にする。

○子どもたちの体力は着実に向上し
ているように感じる。
○家庭での運動習慣については家庭
の役割も大きいため保護者に任せる
とともに、アンケート項目の見直しも検
討してもいいのでは。

○地域の一員として学校教育に関わ
り、子どもたちの成長に役立てている
ことに喜びを感じている。

○「音楽の時間は、楽しく
合唱や合奏をし ている」
について、昨年度より１ポ
イント向上し、９６%の児
童がおおむねあてはまる
と回答。

〇学校図書館及び学級文
庫を整理し、充実させる。
〇学校司書を中核に地域や
図書館職員の協力も得た読
み聞かせも実施する。
〇読書タイムを設定し、全
校で読書に取り組む。

◎「すすんでたくさんの本を
読んでいる」についての児
童・保護者アンケート結果を
90％以上にする。

○図書の購入や学級文庫の入
れ替えを行い、読書環境の充実
を図った。
○生駒お話会や地域ボランティ
ア、学校司書による読み聞かせ
を定期的に実施した。
○給食時間にも児童・職員・学
校司書による読み聞かせを行
い、本に親しむ機会を広げた。
○給食後に読書タイムを設け、
日常的に読書に親しむ習慣づく
りを進めた。

　　　　　Ⅰ　学校教育目標

○規範意識の低下について・・・できたと答えた児童は増えている
が、「名札を付けること」「廊下を歩くこと」など、基本的な約束事を
守れるよう、全校で指導を徹底する。
○外遊びについて・・・外遊び関しては、10ポイント上がっているが、
まだ80％に満たず、引き続き運動集会やクラス遊び等、身体を動
かす機会を増やし、運動意欲の向上につなげる。
〇授業研修について・・・引き続き授業研修に重点を置き、児童の
学力向上につなげる。

Ⅱ　前年度に残された課題

○掃除は役割分担のもと責任を果たせてい
るが、おしゃべりで手が止まる場面もあり、自
主的な行動を促す指導が必要である。
○名札は全校でホルダーを統一し、昨年度よ
り6ポイント向上した。引き続き着用を促し、
規範意識の向上を図る。
○廊下歩行は依然として課題があり、改善に
向けた手立てが必要である。

○今月の歌を練習し、全校朝の
会で発表することで、歌う楽しさ
を共有した。
○音楽の授業で異学年や他校
との交流を行い、表現する喜び
を広げた。
○和楽器体験やプロの演奏鑑
賞の機会を設け、音楽に親しむ
態度を育てた。

〇清掃・当番活動の指導を
工夫し、それぞれを充実さ
せる。
〇委員会活動を活性化す
る。
〇学校ボランティアとのか
かわりの中で、ボランティア
活動について学ぶとともに、
年代を超えたつながりを作
る。
〇縦割り活動の中で自分の
役割を自覚し、責任をもっ
て仕事に取り組めるように
する。

◎「グループ活動に友達と
協力して取り組んだ」ついて
の児童アンケート結果を９
５％以上にする。

○日直や当番活動を計画的に
行い、役割を果たす態度の育成
を図った。
○委員会活動を通して、責任を
もって主体的に取り組む力を育
てた。
○学校ボランティアとの関わりを
通して、交流を深めるとともに、
働くことの意義について考えさ
せた。
○学校行事や縦割り活動におい
て、6年生がリーダーとして自覚
と自信をもって活躍する場を設
けた。

○「学習や係・委員会など
のグループ活動に、友達と
協力して取り組んでい
る。」について、昨年度より
1ポイント低下し、9５%の
児童がおおむねあてはま
ると回答。
○廊下歩行については
72％の児童が、名札着用
については89％の児童が
おおむねあてはまると回
答。

○項目なし

○「自分の意見を進んで
発表している」について、
昨年度より11ポイント向上
し、81％の児童がおおむ
ね当てはまると回答。
○「知らないことや分から
ないことが分かった時、楽
しいと思う。」について、昨
年度より１ポイント向上し、
８９％の児童がおおむね
当てはまると回答。

○「学校は、わかりやす
い授業を行っている。」に
ついて、昨年度より４ポイ
ント向上し、９０%の保護
者がおおむねあてはまる
と回答。
○「学校は、個に応じた
支援や指導によって、 基
礎学力の定着を図ってい
る。」について、昨年度と
同程度で、８４%の保護
者がおおむねあてはまる
と回答。

〇個別指導及び放課後・夏
休みの学びタイムの指導を
実施する。
〇発達段階に応じてタブ
レットを使用し、調べ学習や
意見共有を行う。
〇授業づくりのヒントを学び
合う授業研修を実施する。

◎「自分の意見を進んで発
表している」「学習すること
が楽しい」についての児童
アンケート結果を８５％以上
にする。
「学校は、わかりやすい授業
を行っている」についての保
護者アンケート結果を９０％
以上にする。

○放課後学びタイムや夏休み学
びタイムの実践を通して、学力の
向上を図った。
○タブレットを活用した調べ学
習や振り返りを取り入れ、主体
的な学びを促した。
○日々の授業改善に取り組むと
ともに、研究授業や研究協議を
通して指導力の向上を図った。

○児童は意欲的に学習に取り組み、基礎基
本の定着が見られる。
○「自ら発表する」は昨年度より11ポイント向
上し、サークル対話や教員の授業改善が児
童の意識向上につながっている。
○学びタイムは参加児童には効果が見られ
るが、全員が参加に向けた改善が必要であ
る。
○教員のチャレンジ授業の実施やミニ研修会
での協議を通して、授業力向上を図った。
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[2]具体的達成目標と評価指標

○「自分からすすんで「お
はようございます」「こんに
ちは」 「さようなら」などの
あいさつをしている。」に
ついて、昨年度より6ポイ
ント向上し、９3%の児童
がおおむねあてはまると
回答。

○「お子様は、「おはよう
ございます」「行って きま
す」「ただいま」「ありがと
う」「ごめんなさい」などの
挨拶や言葉遣いができて
いる。」について、昨年度
より1ポイント低下し、８
８%の保護者がおおむね
あてはまると回答。

○昇降口での朝のあいさつや全校集会で指
導することにより進んで元気よくあいさつを
する児童が増えた。
○一方で小さな声や会釈のみの児童もいる
ため、「心を届ける」あいさつの意識をさらに
高めていく必要がある。
○「先生にあいさつをしてもらえて嬉しい」と
いう声もあり、教師の働きかけが児童の意識
向上につながっている。

〇校内であいさつ運動を行
う。
〇あいさつタウン南・ネット
ワーク等と連携したあいさ
つ運動を実施する。

◎「すすんであいさつをす
る」についての児童アンケー
ト結果を９０％以上にする。

具体的に、何を、いつまでに、
どの水準まで、数値化

〇縦割り活動（たんぽぽタイ
ム年間17回）を活性化させ
る。
〇全クラスで人権参観を実
施する。
〇教職員の児童理解を充
実させるとともに、レジリエ
ンスの研修を実施する。

◎「友達と仲良く過ごす」
「学校が楽しい」についての
児童アンケート結果を９０％
以上にする。

○校長・人権教育推進教員・特
別支援学級担任が昇降口で毎
朝あいさつを行い、児童の様子
から健康観察や児童理解につな
げることができた。
○あいさつをする児童としない
児童の固定化が見られ、消極的
な児童への働きかけを意識して
行った。

○たんぽぽタイムで6年生を中
心とした縦割り活動を行い、安
心して関わる場づくりを進めた。
○人権参観や研究授業を通し
て、人権意識の向上を図った。
○教師間の情報交換や児童理
解研修により、全職員で見守る
体制を整えた。
○「ほんわかルーム」を設置し、
児童の居場所づくりを進めた。
○レジリエンス研修を実施し、心
の安定を支える指導に生かし
た。

○大きな声で、のびのびとした屈託の
ない歌声を大切にしてほしい。

○項目なし

○読書タイムや読み聞かせ、学級文庫の充
実、図書委員会の取組により、児童の読書意
欲の向上が見られた。特に全校一斉の「読書
タイム」は、教師・児童ともに楽しみにする時
間となっている。
○学校司書の取組「保護者の子ども時代に
読んだ本アンケート」「教員のおススメ本」や
読書だよりの発行、季節に応じた本の紹介な
どにより、幅広く本に親しむ機会が提供され
た。

〇学校行事や出前授業、体
験活動を精選するともに、
その内容の充実を図る。
〇目標を達成する経験を通
して自己肯定感を高める指
導に取り組む。

◎出前授業･体験学習、各
学年１０回以上実施する。
「主体的に学習する」ついて
の児童アンケート結果を９
０％以上にする。

○各学年で体験活動や出前授
業を計画的に実施し、内容の充
実を図るとともに、個別に課題を
設定し学びを深めた。
○目標を達成する経験を大切に
し、自己肯定感を高める指導に
取り組んだ。

○「わからないところを先
生に聞いたり、タブレット
や図鑑などで調べたりして
積極的に学習している」に
ついて、昨年度より3ポイ
ント向上し、８9％の児童
がおおむね当てはまると
回答。
○出前授業・体験学習に
ついて、各学年10回以上
実施している。

○「学校は、社会見学や
出前授業など体験的 な
学習を積極的に取り入れ
ている。」について、昨年
度と同程度で、9８%の
保護者が、おおむねあて
はまると回答。

○iPadの活用方法を周知し、使用場面を広
げることで、調べ学習の習慣化を図っていく。
○社会見学・出前授業・体験学習について
は、学習内容とのバランスを考えながら内容
を精選し、より効果的で充実した取組として
継続していく。
○地域ボランティアの方々との交流を通し
て、認められる経験や人とのつながりを実感
させることで、児童の自己肯定感の向上につ
なげていく。

〇今月の歌を設定し、全校
朝の会で歌唱し、各クラス
でも取り組む。
〇学年交流やゲストティー
チャーを通して色々な音楽
に触れる機会を作る。

◎「合唱が楽しい」について
の児童アンケート結果を
90％以上にする。

○全校集会で同じ歌を歌う取組により、音楽
を楽しむ児童が増えた。
○学年交流を通して、上学年の演奏に憧れ
や目標をもつ姿が見られた。
○和太鼓やお筝、ハンドベルの体験やプロの
演奏鑑賞により、音楽への興味・関心が高
まった。

公表
方法

　　　その他

大坪　昌子

[5]自己評価

2月4日

3月17日

　　　  　ホームページ

　　　文書配布

　　　　 説明会実施

生駒南第二小学校

公

表

方

法

公表
方法

公表
方法

○規律意識の向上は大切であり、引
き続き継続した取組を進めてほしい。

○コミュニティ活動に対して、保護者
や子どもたちから感謝やあいさつの言
葉が寄せられ、やりがいを感じてい
る。
○あいさつは基本であり、大人（保護
者）も含め、継続して取り組んでいくこ
とが大切である。

○自然に触れる体験を大切にし、子ど
もらしさを伸ばす教育活動をこれから
も進めてほしい。
○子どもたちが「学校が楽しい」と感じ
られるよう、魅力ある授業づくりに引
き続き取り組んでほしい。
○いじめに関する不安の声もあるた
め、学校の取組をより一層充実させる
とともに、丁寧に伝えてほしい。

○児童アンケートでは、「友達と仲良く学校生
活を過ごしている」「学校に来るのが楽しい」
ともに9０％を超え、目標を達成した。
○保護者アンケート「お子さんは楽しい学校
生活を送っている」は9３％が肯定的であっ
た。一方で、「そうではない」と感じる児童・保
護者にも寄り添い、誰もが楽しいと感じられ
る教育活動の充実が必要である。
○「いじめのない学校づくりに取り組んでい
る」は7６％にとどまり、課題が残る。また「わ
からない」が1５％あることから、人権教育の
取組について、より積極的な発信と周知が必
要である。

○「学校は、いじめのな
い学校づくりに取り組ん
でいる。」について、昨年
度より３ポイント向上し、
７6%の保護者がおおむ
ねあてはまると回答。
○「お子さんは、楽しい学
校生活を送っている。」に
ついて、昨年度と同程度
で、9３%の保護者がお
おむねあてはまると回
答。

○「いじめや仲間外れが
なく、友達と仲良く学校生
活を過ごしている。」につ
いて、昨年度と同程度で、
9６%の児童がおおむねあ
てはまると回答。
○「学校に来るのが楽し
い。」について、昨年度よ
り2ポイント向上し、９2%
の児童がおおむねあては
まると回答。

人権尊重の精神を基盤に、心豊かにたくましく生きる児童を育てる

評
定


